
るアフターサービス事業の拡大も支援します。

■ 日立グループの長年にわたる豊富な実績と
　　高度な知見を投入

自らが産業機械メーカーでもある日立グループは、長年

にわたって産業機械の開発・製造・保守・保全に関する多く

の実績を積み重ねてきました。これを通じて培われた豊富

かつ高度な知見を生かした先進のデジタル技術をLumada

のメンテナンスソリューションとして提供しています。

なかでも日立建機では2000年からM2Mによる通信を開

始。本ソリューションのベースとなるConSiteは、2013年か

ら提供が開始され、遠隔監視で機械を常に見守るデータレ

ポートサービスとして、累計契約台数が14.3万台（113か

国・地域）、対象台数に占める契約率は73％（2020年3月

末時点）と、アフターサービスの豊富な実績を誇っています。

稼働現場の機械・機器や、事務、医療、輸送、運搬に関す

る機器・装置など、多様な産業機械を対象とする産業機械

アフターサービス強化支援ソリューションでは、ConSiteの

特長である遠隔監視・データレポーティング機能をベースと

した日立独自の予兆診断技術や「Global e-Service on 

TWX-21」※2などを組み合わせたシステムやサービスをワン

ストップで提供。リモートによる高精度な保守サービスを受

けられるユーザーに加え、メンテナンスや部品交換といった

アフターサービスの提案機会を拡大できるメーカーや販売

代理店も含めた産業機械に関わる関係者がそれぞれのメ

リットを享受できます。
※2 機器の製造や販売、稼働、そして保守などの情報を収集・分析し、その共有・利用をクラ
　　ウドサービス上で行うデータ蓄積基盤

長年培ったM2M※1技術とその活用に関する豊富な実績と知見をベースに、細やかな業務改善コンサ
ルティングを提供。産業機械のアフターサービス事業拡大を支援します。メーカーや販売代理店、そし
てユーザーを結ぶバリューチェーン全体がそれぞれメリットを享受できるビジネスモデルを提案します。
※1 Machine to Machine

■ 新サービス創出から業務改善まで見据えた
　　コンサルティングも用意

日本における製造業の利益率が欧米に比べて低迷する

なか、景気の影響を受けにくく利益率が高いアフターサー

ビス事業は、収益力向上の要として注目を集めています。

産業機械アフターサービス強化支援ソリューションでは

システム単独導入のほか、お客さまへのコンサルティングを

組み合わせた導入も選択可能です。コンサルティングでは、

お客さまの基幹システムや保守業務システム、M2M（IoT）

システムといった既存システムの運用を通じて蓄積された経

営・現場・機器データなどをアフターサービスの観点からマ

イニング。産業機械メーカーや販売代理店といったお客さま

が、そのユーザーへの新たなアフターサービス事業の開発・

提案、そして成果の創出までサポートします。さらに、アフター

サービス業務の課題整理から業務

要件の定義、システム導入による

業務改革やその効果の確認、定着

化までを対象とするコンサルティン

グで、個別課題の解決を図るととも

に、収益性の改善など企業全体の

経営基盤の強化にも貢献します。

■ 「With/Afterコロナ時代」の
　　価値創出を見据えて

本ソリューションは、お客さまの

既存システムにソフトウェアを設置

し運営する「オンプレミス」やネット

ワーク上のサービスを使うSaaS※3

型の「クラウドサービス」としての導

入に対応するだけでなく、Lumadaソリューションやアプリ

ケーション開発環境を導入しやすい形にパッケージ化して

クラウド基盤上で提供する「Lumada Solution Hub」にも

カタログ登録されます。お客さまの状況や要件に合わせて

方法を選べることで、導入コスト低減や迅速かつスムーズな

システム移行が可能となります。

これからも日立は、産業機械アフターサービス強化支援

ソリューションをLumadaの次世代メンテナンスソリュー

ションと位置づけ、その提供を通じて社会・経済・環境への

価値創出をさらに推進していきます。同時に、デジタル技術

を活用したリモートによる保守業務の品質向上など、

With/Afterコロナ時代に求められるサービスやソリュー

ションの開発・提案に取り組んでいきます。
※3 Software as a Service

■ M2M技術で保守業務最適化と
　　アフターサービス事業拡大を支援

産業機械の保守業務は、工場や物流拠点といった現場

での対応が中心でしたが、新型コロナウイルス感染症拡大

を機に、直接機械に触れる業務以外の事務作業について、

リモートワークによる効率化や省力化へのニーズがこれま

で以上に高まっています。その一方、故障などによる運転停

止時間の削減や機械のライフサイクルコスト低減といった

ユーザーの生産性や利益に直結する課題への対応が求め

られるなか、保守業務では従事する熟練技術者の不足や、

製品に適用される技術の高度化といった問題にも直面して

います。こうした状況を解決すべく、IT/IoTを活用した保守

業務の最適化・高度化が求められています。

そこで産業機械メーカーなどは、機械どうしが情報をや

り取りするM2M環境を実装して稼働データの収集や見え

る化を推進してきました。しかし、現場での活用や価値創

出、アフターサービスのビジネス拡大につなげるまでにはま

だ至っていないという状況です。

こうしたなか、日立はグループ会社である日立建機の豊

富な実績を有する建設機械遠隔監視ソリューション

「ConSite」の遠隔監視・データレポーティング機能を、多

様な産業機械に適用する「産業機械アフターサービス強化

支援ソリューション」の提供を開始。保守業務のデジタル

化により、熟練技術者に依存していた保守作業を経験の浅

い技術者も対応できるように標準化し、リモートでの保守

品質の向上に貢献します。また本ソリューションでは、機械

に実装されたM2M機能を最大限に活用するためのコンサ

ルティングも提供し、産業機械メーカーや販売代理店によ
（株）日立製作所 産業・流通ビジネスユニット
https://www.hitachi.co.jp/products/it/industry/solution/nextgen_maintenance/
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バリューチェーン全体に価値を提供する
「産業機械アフターサービス強化支援ソリューション」

コンサイト

「産業機械アフターサービス強化支援ソリューション」の概要
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●システム構築
●定期・緊急レポート
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経営者
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オペレーター

・ボイラー　・ポンプ　・コンプレッサー　・発電機　・工作機器　・電子顕微鏡　・複合機　・医療用機器
・産業用ロボット　・フォークリフト　・自動車　・船舶　・トラック/バス　・昇降機など

保守員

●産業機械の稼働データ
●経営・現場・機械の既存データ

●産業機械の稼働データ

●アフターサービス機会拡大、
　提案力強化
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●定期・緊急レポート
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アフターサービス事業拡大 稼働率の向上
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